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は
じ
め
に

　

室
町
時
代
終
わ
り
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
、
鷹
や
鷲
な
ど
の
猛
禽
類
を

主
題
と
す
る
絵
画
が
盛
ん
に
描
か
れ
た
。
樹
上
、
岩
上
、
広
が
り
あ
る
山
水
な

ど
を
背
景
と
す
る
鷹
・
鷲
図
、
架
に
つ
な
い
だ
鷹
の
雄
姿
を
描
き
と
め
た
架
鷹

図
の
作
例
が
多
い
。
桃
山
時
代
以
降
、
こ
う
し
た
〝
鷹
絵
〞
の
定
型
化
を
主
導

し
た
の
は
泉
州
堺
に
住
ん
だ
と
み
ら
れ
る
曽
我
派
（
曽
我
直
庵
、
二
直
庵
）
で

あ
っ
た
。

　
『
古
画
備
考
』（
十
八
・
曽
我
流
）
に
は
、
直
庵
や
二
直
庵
の
影
響
下
に
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
伝
記
不
詳
の
鷹
絵
師
の
名
が
数
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
人
に
田
村
直
翁
と
い
う
絵
師
が
い
る
。
当
館
に
は
直
翁
に
よ
る
「
架
鷹
図
押

絵
貼
屏
風
」（
平
成
元
年
度
寄
贈
作
品
、
押
絵
貼
屏
風
・
六
曲
一
双
、
以
下
大

美
本
と
い
う
）
が
所
蔵
さ
れ
る
。
近
時
、
特
集
展
示
「
た
っ
ぷ
り
見
た
い
屏
風

絵
」（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日
〜
十
月
十
四
日
）
に
お
い
て
初
め
て
公
開

さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
片
隻
の
み
の
出
品
に
と
ど

ま
っ
た
。
改
め
て
本
作
品
の
存
在
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
の
描
写
内
容
や
表
現

の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一　

大
美
本
の
現
状

　

大
美
本
は
、
紙
本
着
色
、
六
曲
一
双
の
押
絵
貼
屏
風
で
、
各
扇
に
一
図
ず
つ
、

計
十
二
面
の
架
鷹
図
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
【
図
１
】。
本
紙
画
面
の
寸
法
は
各

縦
一
二
五
・
五
×
横
五
四
・
〇
セ
ン
チ
。

　

貼
台
に
金
砂
子
を
ま
い
た
現
状
の
屏
風
装
は
さ
ほ
ど
年
代
の
上
が
る
も
の
で

は
な
い
が
よ
く
傷
ん
で
い
る
。
こ
す
れ
削
れ
た
よ
う
な
損
耗
（
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど

の
食
害
か
）
が
本
紙
の
左
右
辺
を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
。
画
面
が
閉
じ
ら
れ

た
状
態
で
湿
気
や
漏
水
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
長
ら
く
放
置
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
の
だ
ろ
う
か
、
何
図
か
の
上
半
余
白
に
は
大
き
な
垂
れ
じ
み
に
よ
る
汚
損

も
見
え
て
い
る
。
ま
た
下
張
文
書
の
露
出
や
シ
ミ
に
よ
る
虫
損
も
全
体
に
見
受

け
ら
れ
る
が
、
幸
い
い
ず
れ
も
描
画
部
分
に
は
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
意
外
に
全
体
の
彩
色
は
良
好
な
状
態
を
保
っ
て

い
る
。

　

署
名
を
有
す
る
図
は
な
く
、
各
図
に
朱
文
重
廓
長
方
印
「
田
村
」、
朱
文
方

田
村
直
翁
筆
「
架
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）
に
つ
い
て

知
　
　
念
　
　
　
　
　
理
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印
「
直
翁
」
が
、
鷹
の
後
方
、
架
木
の
や
や
上
方
に
捺

さ
れ
て
い
る
【
図
２
】。
両
印
は
各
隻
の
奇
数
扇
で
は

画
面
右
寄
り
、
偶
数
扇
で
は
画
面
左
寄
り
に
規
則
性
を

も
っ
て
位
置
す
る
。
た
だ
、
図
の
入
れ
替
え
が
全
く
効

か
な
い
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
現
状
が
制
作
当
初
の
十

二
図
の
並
び
か
ら
異
同
が
あ
る
か
否
か
は
容
易
に
推
測

し
が
た
い
。

二　

先
行
研
究
と
筑
波
大
本

　

先
行
研
究
で
は
、
田
村
直
翁
は
曽
我
直
庵
の
門
人
で

江
戸
初
期
に
活
躍
し
た
絵
師
、
あ
る
い
は
直
庵
の
子
・

二
直
菴
よ
り
一
世
代
若
く
、
元
禄
年
間
前
後
に
活
動
し

た
絵
師
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
直
庵
や
二
直
庵
に
比
べ

る
と
そ
の
画
風
は
穏
や
か
で
、
形
式
的
、
装
飾
的
な
性

格
を
持
つ
と
さ
れ
て
き
た（

１
）。

　

そ
の
作
例
の
報
告
は
大
美
本
を
含
め
て
も
九
例
程
度

と
少
な
い
【
表
１
】。
こ
の
な
か
で
比
較
的
近
年
紹
介

さ
れ
た
の
が
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
架
鷹
図
屏

風
」（【
図
３
】、
以
下
、
筑
波
大
本
と
い
う
）
で
あ
る
。

直
翁
画
と
し
て
は
初
め
て
出
現
し
た
架
鷹
図
の
作
例

で
、
展
覧
会
で
の
紹
介
か
ら
ほ
ど
な
く
、
伊
藤
た
ま
き

氏
に
よ
る
作
品
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る（

２
）。

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
筆
者
も
筑
波
大
本
を
実
見

し
、
鷹
、
架
、
架
衣
、
大
緒
な
ど
の
描
写
内
容
、
表
現

図１　右隻

図３　右隻
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が
大
美
本
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
こ
と
、ま
た
そ
の
印
章【
図

４
】
も
一
致
す
る
極
め
て
近
し
い
類
品
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
筑
波
大
本
は
「
直
翁
筆
」
の
署
名
も
伴
っ

て
い
る
。

　

筑
波
大
本
に
関
す
る
伊
藤
氏
の
所
見
を
簡
単
に
ま
と

め
て
お
く
。

（
一
） 

全
体
に
画
面
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
屏

風
装
も
傷
み
が
大
き
い
。
左
隻
第
一
扇
の
鷹
の

体
躯
を
彩
る
黒
色
は
後
補
と
み
ら
れ
る
。

（
二
） 

鷹
の
種
類
は
、「
蒼
鷹（
オ
オ
タ
カ
）」、「
蒼
鷹
？

（
幼
鳥
か
）」、「
隼
」、「
白
鷹
」
の
四
種
類
が
み

ら
れ
る
。
そ
の
姿
形
は
既
存
の
粉
本
類
か
ら
の

転
用
、
も
し
く
は
そ
れ
を
変
容
さ
せ
た
も
の
が

多
い
と
考
え
ら
れ
、
曽
我
派
の
架
鷹
図
、
花
鳥

図
中
の
鷹
に
よ
く
呼
応
す
る
。

（
三
） 

大
緒
は
剥
落
・
退
色
が
著
し
く
色
目
が
判
然
と

し
な
い
が
、
朱
、
白
、
黒
、
浅
黄
（
浅
葱
＝
筆

者
註
）
の
四
色
の
組
合
せ
に
よ
る
と
推
測
さ
れ

る
。
架
絹
（
架
衣
）
も
退
色
が
著
し
い
が
、
本

来
は
薄
い
青
色
と
推
測
さ
れ
る
。

（
四
） 

架
木
に
は
滑
ら
か
な
白
木
と
、
ご
つ
ご
つ
し
た

黒
っ
ぽ
い
自
然
木
の
二
種
類
が
み
ら
れ
る
。
後

者
は
架
木
の
中
を
く
り
抜
い
て
溝
状
に
し
た
樋

架
と
判
断
さ
れ
る
。
樋
架
は
曽
我
派
の
架
鷹
図

の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
、
鷹
の
姿
形
と

図３　筑波大学附属図書館蔵　「架鷹図押絵貼屏風」　　左隻 写真提供：筑波大学附属図書館

図１　大阪市立美術館蔵「架鷹図押絵貼屏風」　　左隻
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と
も
に
、
直
翁
の
画
作
へ
の
曽
我
派
の
直
接
的
な
影
響
、
両
者
の
関
係
の

近
さ
が
示
さ
れ
る
。

（
五
） 

鷹
図
、
架
鷹
図
は
東
照
大
権
現
（
徳
川
家
康
）
を
荘
厳
す
る
重
要
な
主

題
で
あ
り
、
来
歴
は
不
明
な
が
ら
そ
の
奉
納
画
と
し
て
制
作
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。

図２　大美本印章（原寸）図４　筑波大本款印（原寸）

表１　田村直翁作品一覧
作品名 材質形状 員　数 所　蔵 備　　　考

№１　架鷹図押絵貼屏風 紙本着色 六曲一双 大阪市立美術館

№２　架鷹図押絵貼屏風 紙本着色 六曲一双 筑波大学附属図書館 本稿註２　伊藤氏『同書』、「同論文」

№３　鷹図押絵貼屏風 紙本墨画着色 六曲一双 東京・東海寺 本稿註１　土居氏『同書』、「同論文」
『品川歴史館紀要』第３号（昭和63年）・口絵

№４　鷹図押絵貼屏風 紙本墨画淡彩 六曲一双 所在未確認 『特別展　曽我直庵・二直菴の絵画』
（奈良県立美術館）図版36

№５　松梅に鷹図 紙本金地着色 六曲一双 所在未確認 本稿註１　辻氏「同論文」

№６　鷹図 紙本墨画 双幅 ボストン美術館 本稿註６　ボストン美術館本『同書』　図版126

№７　鷹図 紙本墨画 一幅 ボストン美術館 本稿註６　ボストン美術館本『同書』　図版127

№８　鷹図 紙本墨画 双幅 所在未確認 本稿註１　田中氏「同論文」　鷹・隼で双幅

№９　鷹図 紙本墨画 一幅 群馬県立近代美術館
（戸方庵井上コレクション）

『特別展　曽我直庵・二直菴の絵画』
（奈良県立美術館）図版35

※　　鷹図押絵貼屏風 紙本墨画淡彩 二曲一双 所在未確認 東京文化財研究所カードファイル
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三　

大
美
本
の
描
写
内
容
と
表
現

　

次
に
、
大
美
本
の
描
写
、
表
現
な
ど
を
紹
介
し
、
筆
者
の
所
見
を
述
べ
る
。

必
要
に
応
じ
て
筑
波
大
本
と
の
比
較
に
及
び
、
伊
藤
氏
の
所
見
と
異
な
る
点
が

あ
れ
ば
併
記
す
る
。

１　

左
右
隻

　

便
宜
的
に
第
一
扇
目
に
黒
鷹
を
配
置
す
る
隻
を
左
隻
と
定
め
、
他
方
を
右
隻

と
定
め
る
こ
と
と
す
る
。
筑
波
大
本
は
作
品
紹
介
さ
れ
た
時
点
か
ら
す
で
に
、

第
一
扇
に
白
鷹
を
配
置
す
る
隻
が
右
隻
、
他
方
が
左
隻
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
ひ
と
ま
ず
両
本
の
左
右
隻
を
こ
の
よ
う
な

組
合
せ
に
し
て
み
る
と
、
鷹
の
姿
形
が
両
本
で
一
致
す
る
四
図
の
う
ち
三
図
の

配
置
が
同
一
扇
と
な
る
【
図
１
】【
図
３
】。

２　

鷹

　

白
い
眉
斑
と
黒
い
過
眼
線
を
特
徴
と
す
る
大
鷹
を
描
く
図
が
計
九
図
、黒
鷹
、

白
鷹
（
左
隻
第
一
・
二
扇
）、
隼
（
左
隻
第
三
扇
）
が
各
一
図
ず
つ
あ
る
。
大

鷹
は
幼
鳥
（
右
隻
第
二
・
四
扇
）、
若
鳥
（
右
隻
第
一
扇
、
左
隻
第
六
扇
）、
成

鳥
（
右
隻
第
三
・
五
・
六
扇
、
左
隻
第
四
・
五
扇
）
を
描
き
分
け
て
い
る
。

　

幼
鳥
は
過
眼
線
が
ま
だ
明
瞭
で
な
く
、
上
面
は
羽
縁
が
白
く
褐
色
の
横
斑
が

目
立
つ
幼
羽
で
あ
る
。
下
面
に
は
淡
い
茶
色
に
暗
褐
色
の
縦
斑
が
顕
著
に
み
ら

れ
る
【
図
５
】。
若
鳥
は
一
度
目
の
換
羽
を
経
て
上
面
に
灰
黒
色
が
拡
大
し
て

い
る
。
下
面
は
白
く
、
灰
黒
色
の
横
斑
が
み
ら
れ
る
が
、
ま
だ
褐
色
の
縦
斑
も
残

っ
て
い
る
。
成
鳥
は
二
度
目
の
換
羽
を
経
て
上
面
は
灰
黒
色
が
完
全
に
支
配
的

と
な
り
、
下
面
は
白
く
、
褐
色
の
縦
斑
は
消
え
て
灰
黒
色
の
横
斑
が
密
に
な
っ

て
い
る
。隼
は
頭
が
や
や
丸
く
、頬
に
は
っ
き
り
し
た
髭
状
の
隼
斑
が
あ
る【
図
６

（
３
）】。

　

架
鷹
図
屏
風
に
描
か
れ
る
鷹
の
姿
の
多
く
が
花
鳥
図
の
粉
本
類
か
ら
転
用
さ

れ
た
も
の
で
、
左
右
な
い
し
表
裏
の
反
転
な
ど
派
生
的
な
姿
形
を
配
置
し
て
屏

風
全
体
の
統
一
性
が
保
た
れ
る
、
と
の
見
解
が
す
で
に
あ
る（

４
）。
先
に
列
記
し
た

伊
藤
氏
所
見
（
二
）
で
は
さ
ら
に
、
筑
波
大
本
の
鷹
に
つ
い
て
は
曽
我
派
系
作

品
と
の
一
致
、
直
接
的
な
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
が
、
筆
者
も
同
感
で
あ
り
、

大
美
本
の
鷹
で
も
似
た
よ
う
な
状
況
が
確
認
で
き
る
。

　

伊
藤
氏
所
見
と
の
重
複
を
避
け
つ
つ
簡
単
に
み
て
お
く
と
、
左
隻
第
一
扇
の

黒
鷹
を
は
じ
め
、
体
勢
に
動
き
の
な
い
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
鷹
の
姿
形
は
、
直

庵
に
よ
る
「
架
鷹
図
屏
風
」
で
あ
る
仁
和
寺
本
、
奈
良
県
立
美
術
館
本
、
岡
山

県
立
博
物
館
本
に
含
ま
れ
て
い
る（

５
）。
右
隻
第
二
扇
の
幼
鳥
は
や
や
特
異
な
姿
形

で
あ
る
が
、
二
直
庵
に
よ
る
「
架
鷹
図
屏
風
」
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
の

中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
右
隻
第
六
扇
の
鷹
は
、
や
は
り
二
直
庵
に
よ
る「
松

鷹
図
屏
風
」（
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る（

６
）。図６　隼の頭部（頬に隼斑）

図５　大鷹幼鳥の頭部及び下面羽衣
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な
お
、
筑
波
大
本
に
描
か

れ
る
鷹
の
種
類
と
し
て
、
伊

藤
氏
所
見
（
二
）
で
「
蒼
鷹

（
オ
オ
タ
カ
）」
と
さ
れ
た
図

は
オ
オ
タ
カ
、
つ
ま
り
大
鷹

で
問
題
は
な
い
。し
か
し「
蒼

鷹
？
（
幼
鳥
か
）」
と
さ
れ

た
二
図
（
右
隻
第
六
扇
、
左

隻
第
四
扇
）
は
大
鷹
の
若
鳥

で
あ
り
、「
隼
」
と
さ
れ
た

二
図
（
右
隻
第
四
扇
、
左
隻

第
六
扇
）
は
大
鷹
の
幼
鳥
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

次
に
そ
の
表
現
に
つ
い
て
。

　

羽
衣
は
墨
の
ぼ
か
し
を
用

い
て
斑
紋
を
柔
ら
か
く
浮
か

び
上
が
ら
せ
、
マ
ッ
ト
な
質

感
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る

【
図
７
】。
架
木
を
つ
か
む
趾

は
黄
色
で
、
横
皺
と
関
節
の

ふ
く
ら
み
に
は
胡
粉
を
重

ね
、
鋭
い
爪
先
に
濃
墨
を
入

れ
る
（
後
掲
【
図
10
】）。
ま

た
皮
膚
の
ザ
ラ
ザ
ラ
を
胡
粉

の
微
小
な
点
描
で
描
く
。
眼

は
朱
で
縁
取
っ
た
黄
色
の
虹
彩
に
瞳
孔
を
墨
で
点
じ
て
い
る
。
虹
彩
の
黄
色
に

朱
を
薄
く
混
ぜ
、
血
走
る
よ
う
な
鋭
さ
の
あ
る
眼
も
み
ら
れ
る
。
鼻
孔
の
あ
る

蝋
膜
に
は
薄
い
緑
色
を
、
く
ち
ば
し
の
先
に
濃
墨
を
入
れ
る
【
図
８
】。
筑
波

大
本
に
比
し
て
大
美
本
で
は
下
面
の
羽
衣
を
中
心
に
胡
粉
顔
料
が
は
る
か
に
良

く
残
存
し
て
お
り
、
全
体
の
表
現
は
形
式
化
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
も
、
鷹
の
面

貌
、
体
躯
に
は
豊
か
な
張
り
と
生
彩
が
感
じ
ら
れ
る
。

３　

大
緒

　

大
緒
は
絹
製
の
組
紐
で
、
も
と
お
し
（
旋
子
）
と
い
う
金
具
を
付
け
て
架
木

に
括
り
付
け
る
。
も
と
お
し
の
先
端
に
小
槌
緒
と
い
う
革
紐
を
通
し
、
さ
ら
に

足
革
と
繋
い
で
鷹
の
足
を
留
め
る
。
大
美
本
で
は
大
緒
の
彩
色
が
よ
く
残
っ
て

お
り
、
赤
、
白
、
青
、
黄
、
緑
、
黄
土
が
確
認
で
き
る
。
大
緒
の
輪
郭
、
縄
目

も
朱
、
緑
、
橙
な
ど
の
色
線
で
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
退
色
が
著
し

い
筑
波
大
本
で
は
、
赤
、
白
、
緑
（
伊
藤
氏
所
見
（
三
）
で
は
「
黒
？
」
と
さ

れ
る
）が
視
認
で
き
る
が
、
大
美
本
の
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
退
色
部
分
は
青
、

黄
、
黄
土
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
大
緒
の
図
様
（
結
び
目
）
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
。

大
美
本
、
筑
波
大
本
で
は
鷹
の
姿
形
が
一
致
す
る
図
が
四
図
あ
り
、
こ
の
四
図

で
は
大
緒
の
図
様
も
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
鷹
の
姿
形
は
一
致
し
な
い
が
、
大

緒
の
図
様
の
み
一
致
す
る
図
も
二
図
あ
る
。
大
美
本
、
筑
波
大
本
合
わ
せ
て
十

八
種
（
六
種
が
一
致
）
の
大
緒
の
図
様
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
多

く
が
や
は
り
曽
我
派
の
架
鷹
図
屏
風
に
由
来
す
る
。

　

試
み
に
大
美
本
の
大
緒
十
二
種
を
基
点
に
、
筑
波
大
本
、
そ
し
て
直
庵
、
二

直
庵
に
よ
る
先
掲
四
本
の
「
架
鷹
図
屏
風
」
と
の
対
照
を
示
す
と
【
表
２
】
の

よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
十
二
種
中
の
八
種
の
図
様
が
曽
我
派
の
架
鷹
図
屏
風

図７　大鷹若鳥の上面羽衣図８　大鷹の頭部



─ 91 ─

か
ら
の
転
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
【
表
２
】
で
【　

】
を
付
し
た
画
面
の
よ
う
に
、
一
部
特
定
の
大
緒
の

結
び
目
と
鷹
の
姿
形
の
組
合
せ
が
固
定
化
さ
れ
る
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
し
か

し
直
庵
画
と
直
翁
画
と
で
は
、
そ
の
組
合
せ
が
異
な
っ
て
き
て
お
り
、
同
図
様

の
大
緒
の
色
目
に
も
変
化
が
あ
る（

７
）。
つ
ま
り
こ
こ
か
ら
、
曽
我
派
に
よ
る
架
鷹

図
の
摂
取
を
図
り
な
が
ら
、
直
翁
が
独
自
の
パ
タ
ー
ン
再
編
を
試
み
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。

４　

架

　

黒
鷹
と
白
鷹
（
左
隻
第
一
・
二
扇
）
の
架
木
に
は
色
鮮
や
か
な
覆
い
が
巻
か

れ
て
い
る
。
黒
鷹
の
そ
れ
は
朱
地
に
金
の
花
文
が
散
ら
さ
れ
、
白
鷹
の
そ
れ
は

牡
丹
が
描
か
れ
一
段
と
豪
華
で
あ
る
【
図
９
】。
ま
た
こ
の
二
居
の
み
、
も
と

お
し
が
金
色
で
あ
る
（
他
は
白
・
黒
）。

　

白
鷹
の
架
を
一
段
豪
華
に
飾
る
の
は
筑
波
大
本
（
右
隻
第
一
扇
）
で
も
同
様

で
、
覆
い
の
図
柄
も
牡
丹
で
似
通
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
左
隻
第
一
扇
の

架
木
に
は
朱
地
に
金
の
花
文
が
散
ら
さ
れ
た
覆
い
が
巻
か
れ
、
も
と
お
し
は
金

色
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
架
木
に
止
ま

る
鷹
の
ラ
ン
ク
は
大
美
本
の
黒
鷹
に

相
当
す
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
大
美
本
の
よ
う
に
上
面
の
羽

衣
が
真
っ
黒
な
鷹
で
は
な
い
が
、
そ

の
下
面
は
黒
色
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

伊
藤
氏
所
見
（
一
）
で
は
こ
の
黒
色

を
後
補
と
し
、
元
来
は
下
面
が
白
い

大
鷹
を
描
く
と
推
測
さ
れ
た
が
、
当

図９　架木の覆い（白鷹）

表２　大美本の大緒図様と曽我派諸本の対照

田村直翁筆 曽我直庵筆 曽我二直庵筆

大美本 筑波大本 仁和寺本 奈良県美本 岡山県博本 ボストン美本

左　

隻

第一扇 【右隻第二扇】 【右隻第二扇】

第二扇 （左隻第四扇）

第三扇

第四扇

【第五扇】 【左隻第五扇】 （左隻第六扇）

第六扇 右隻第四扇 【白鷹隻第六扇】 【左隻第五扇】 左隻第三扇

右　

隻

第一扇

第二扇 右隻第三扇

【第三扇】 【右隻第三扇】 黒鷹隻第四扇 左隻第一扇

【第四扇】 【左隻第六扇】

【第五扇】 【右隻第五扇】 右隻第四扇

第六扇 左隻第二扇 【右隻第三扇】 【白鷹隻第一扇】

　※【　　】を付した画面は、大緒の図様、鷹の姿形とも一致
　　（　　）を付した画面は、一部に若干の変形がある
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初
か
ら
黒
鷹
で
あ
っ
た
と
し

て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　

架
木
の
種
類
は
筑
波
大
本

と
同
様
の
二
種
類
で
あ
り
、

そ
の
形
式
は
伊
藤
氏
所
見

（
四
）
の
よ
う
に
、
曽
我
派

系
の
架
鷹
図
か
ら
摂
取
さ
れ

た
も
の
に
違
い
な
い
。た
だ
、

ご
つ
ご
つ
し
た
黒
っ
ぽ
い
木

肌
を
み
せ
る
架
木
が
、
曽
我

派
作
品
に
お
い
て
も
直
翁
作

品
に
お
い
て
も
、
木
の
中
を

溝
状
に
く
り
抜
い
た
樋
架
を

描
い
て
い
る
と
い
う
風
に
は

筆
者
に
は
見
え
な
い
。

　

大
美
本
に
お
け
る
架
木
を

つ
か
む
鷹
の
爪
を
注
視
す
る

と
、
木
が
く
り
抜
か
れ
凹
ん

だ
空
洞
部
へ
力
を
掛
け
て
い

る
よ
う
な
不
安
定
な
状
態
を

描
い
て
は
い
な
い
。
趾
、
爪

は
架
木
の
膨
ら
み
に
接
し
、

木
肌
を
直
接
つ
か
ん
で
い
る

【
図
10
】。
ま
た
、
架
木
に
括

り
付
け
ら
れ
た
大
緒
も
架
木

の
丸
み
に
よ
っ
て
膨
ら
ん
で
い
る
の
が
わ
か
る
【
図
11
】。
架
木
の
用
材
は
多

種
あ
っ
た
が
、
ク
ス
ノ
キ
や
ス
ギ
は
皮
付
き
を
用
い
た
と
い
う（

８
）。
曽
我
派
系
の

架
鷹
図
で
描
か
れ
る
ご
つ
ご
つ
し
た
黒
っ
ぽ
い
木
肌
の
材
は
、
こ
の
よ
う
な
皮

付
き
の
架
木
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
粉
本
類
か
ら
の
転
用
が
重
ね
ら
れ
た
結

果
、
粗
く
削
ら
れ
た
側
面
の
描
写
が
と
く
に
直
翁
作
品
で
は
立
体
感
に
欠
け
、

紛
ら
わ
し
さ
を
誘
っ
た
の
だ
と
考
え
た
い
。

５　

架
衣

　

架
衣
は
水
色
、
浅
黄
（
浅
葱
＝
筆
者
註
）
に
染
め
る
の
が
正
式
と
さ
れ
る（

９
）。

大
美
本
各
図
の
架
衣
に
は
、
い
ず
れ
も
黒
ず
ん
で
は
い
る
が
、
薄
い
青
の
彩
色

が
十
分
視
認
で
き
る
。
伊
藤
氏
所
見
（
三
）
で
推
測
の
よ
う
に
、
筑
波
大
本
の

架
衣
の
色
も
当
初
は
大
美
本
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

大
美
本
の
左
隻
第
四
扇
は
、
大
緒
を
房
ま
で
長
く
垂
ら
し
、
架
衣
の
背
後
に

透
け
て
見
え
る
よ
う
に
描
く
。他
の
架
鷹
図
に
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
演
出
で
、

こ
う
し
た
架
衣
越
し
の
「
透
か
し
」
は
普
通
、
筑
波
大
本
に
も
計
三
図
（
右
隻

第
一
・
六
扇
、
左
隻
第
四
扇
）
あ
る
よ
う
に
、
腹
を
こ
ち
ら
側
に
向
け
た
鷹
の

尾
羽
が
架
衣
に
大
き
く
重
な
り
、
そ
の
下
面
が
透
け
て
見
え
る
と
い
う
図
様
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
も
曽
我
派
の
「
架
鷹
図
屏
風
」
で
は
こ
の
形
の
「
透

か
し
」
を
も
つ
図
が
含
ま
れ
る
比
率
が
高
い
。
対
し
て
大
美
本
に
は
、
架
木
と

斜
め
に
交
差
す
る
尾
羽
の
先
端
を
ご
く
わ
ず
か
だ
け
架
衣
に
重
ね
、
透
か
し
て

見
せ
る
図
は
二
図
あ
る
が
【
図
12
】、
筑
波
大
本
の
よ
う
な
一
般
的
な
タ
イ
プ

は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

加
え
て
、
大
美
本
の
右
隻
第
三
・
六
扇
で
は
、
も
と
お
し
の
先
に
つ
な
が
る

足
革
の
先
を
ご
く
わ
ず
か
架
衣
に
重
ね
、
几
帳
面
に
背
後
に
透
け
て
見
え
る
よ

う
に
描
い
て
い
る【
図
13
】。
先
掲
の
曽
我
派
系「
架
鷹
図
屏
風
」の
な
か
で
は
、

図10　架木をつかむ爪先図11　大緒の膨らみ
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二
直
庵
に
よ
る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
細
部
描
写
だ
が
、

筑
波
大
本
に
は
こ
の
タ
イ
プ
の
「
透
か
し
」
が
あ
る
図
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

一
見
、
極
め
て
類
型
的
な
型
の
量
産
を
思
わ
せ
る
大
美
本
と
筑
波
大
本
の
各
画

面
だ
が
、
鷹
の
姿
形
以
外
の
モ
チ
ー
フ
に
お
け
る
微
妙
な
差
異
、
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
見
分
け
る
こ
と
で
、
直
翁
に
よ
る
曽
我
派
の
画
様
摂
取
が
相
当
に
幅
広

く
、
か
つ
丁
寧
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
実
感
さ
れ
る
。

　

以
上
、
田
村
直
翁
に
よ
る
「
架
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」
に
つ
い
て
、
大
美
本
を

中
心
に
そ
の
描
写
内
容
、
表
現
の
特
徴
を
概
観
し
た
。
大
美
本
に
描
か
れ
た
鷹

の
種
類
識
別
、
他
本
と
の
姿
形
照
合
、
あ
る
い
は
大
緒
の
図
様
や
架
衣
越
し
の

「
透
か
し
」
と
い
う
デ
ィ
テ
ー
ル
へ
の
所
見
を
述
べ
つ
つ
、
曽
我
派
に
よ
る
架

鷹
図
押
絵
貼
屏
風
か
ら
の
強
い
影
響
を
再
確
認
し
た
。
今
回
の
紹
介
で
二
作
例

が
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
直
翁
の
架
鷹
図
屏
風
で
あ
る
が
、
元
禄
年
間
前

後
と
み
ら
れ
て
き
た
直
翁
の
活
動
期
に
関
し
て
は
何
ら
補
強
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
需
要
者
、
作
画
期
の
特
定
を
可
能
に
す
る
関
係
史
料
、
着
賛
作
品
の
出
現

が
な
お
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

鷹
は
古
代
か
ら
最
高
権
力
者
の
支
配
権
、
そ
の
武
威
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
近

世
の
鷹
狩
は
徳
川
将
軍
の
絶
対
的
権
威
を
知
ら
し
め
る
統
治
の
た
め
の
装
置
と

さ
れ
、
幕
府
・
諸
藩
・
朝
廷
の
間
で
は
、
鷹
と
そ
の
獲
物
を
含
む
広
範
な
鳥
類

の
献
上
、
下
賜
、
贈
答
の
儀
礼
が
成
立
し
た）

10
（

。
鷹
図
、
架
鷹
図
は
こ
の
種
儀
礼

と
も
当
然
深
く
関
わ
る
絵
画
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
流
通
、
受
容

の
実
態
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

図12　尾羽先端がわずかに架衣に透ける図13　足革が架衣に透ける
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伊
藤
氏
所
見
（
五
）
は
ま
だ
仮
説
の
域
を
出
て
い
な
い
も
の
な
が
ら
、
徳
川

家
康
と
鷹
、
そ
し
て
鷹
図
、
架
鷹
図
と
の
深
い
関
係
に
着
目
し
、
筑
波
大
本
が

東
照
大
権
現
へ
の
奉
納
画
で
あ
る
可
能
性
に
言
及
す
る
。
あ
る
い
は
小
野
真
由

美
氏
は
、
徳
川
秀
忠
の
命
に
よ
り
狩
野
長
信
が
描
い
た
と
い
う
「
塩
鶴
屏
風
」

と
い
う
呼
称
の
由
来
を
、「
写
生
」
観
と
は
異
な
る
文
脈
で
読
み
解
い
た
。
そ

の
う
え
で
、
幕
府
に
よ
る
鷹
狩
の
制
度
化
を
背
景
に
「
鷹
と
鶴
」
が
新
た
な
意

味
を
担
い
、「
武
威
の
顕
示
」
を
象
徴
す
る
鷙
鳥
図
と
い
う
画
題
が
成
立
し
た

と
す
る）

11
（

。
ま
た
水
野
祐
史
氏
は
、
戦
国
時
代
の
鷹
図
に
つ
い
て
、
禅
林
を
介
し

て
武
将
の
精
神
性
を
権
威
づ
け
る
画
題
と
し
て
普
及
し
た
と
述
べ
、
関
東
一
円

の
権
力
者
で
あ
っ
た
古
河
公
方
に
対
し
、
周
辺
大
名
の
佐
竹
氏
か
ら
贈
答
さ
れ

た
事
例
な
ど
に
も
注
目
し
て
い
る）

12
（

。

　

こ
れ
ら
最
近
の
美
術
史
論
考
は
、
鷹
絵
と
い
う
主
題
が
包
含
す
る
政
治
的
表

象
を
、
実
際
の
儀
礼
行
為
に
即
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
目
的
意
識
に
お
い

て
共
通
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
視
点
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
扱

え
な
か
っ
た
敦
賀
の
橋
本
長
兵
衛
一
派
、
な
ら
び
に
狩
野
派
の
作
品
に
も
検
討

を
加
え
、
今
後
よ
り
包
括
的
な
中
・
近
世
鷹
絵
の
把
握
に
努
め
た
い
。

註１　

田
中
喜
作
「
稀
蹟
雑
纂
（
一
）
直
翁
筆　

鷹
図
」、『
美
術
研
究
』
第
六
三
号
、
昭
和

十
二
年
。

　
　

土
居
次
義「
東
海
寺
の
田
村
直
翁
」、『
茶
道
雑
誌
』三
〇
巻
│
十
二
、
昭
和
四
十
一
年
。

『
近
世
日
本
絵
画
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
四
十
五
年
）
所
収
。

　
　

辻
惟
雄「
松
梅
に
鷹
図　

田
村
直
翁
筆
」、『
古
美
術
』第
二
十
九
号
、
昭
和
四
十
五
年
。

２　

伊
藤
た
ま
き
「
田
村
直
翁
「
架
鷹
図
」」（
図
版
解
説
）、『
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵　

日
本
美
術
の
名
品
│
石
山
寺
一
切
経
、
狩
野
探
幽
・
尚
信
の
新
出
屏
風
絵
と
歴

聖
大
儒
像
』（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
、
平
成
十
二
年
）
図
七
。

　
　

伊
藤
た
ま
き
「
筑
波
大
学
所
蔵　

田
村
直
翁
筆
《
架
鷹
図
》
に
つ
い
て
」、『
日
本
美

術
研
究
』
第
二
号
、
平
成
十
四
年
。

３　
（
表
１
）
№
３
東
京
・
東
海
寺
所
蔵
「
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」
に
も
、
各
隻
一
図
ず
つ
隼

が
描
か
れ
て
い
る
。

４　

鈴
木
廣
之
「
押
絵
貼
り
屏
風
形
式
の
架
鷹
図
に
つ
い
て
」、『
日
本
屏
風
絵
集
成　

第

十
二
巻　

風
俗
画
│
公
武
風
俗
』、
昭
和
五
十
五
年
、
講
談
社
。

５　

岡
山
県
立
博
物
館
本
は
無
款
な
が
ら
慶
長
十
四
年
の
賛
を
有
し
、
奈
良
県
立
美
術
館

本
と
の
近
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
註
４
鈴
木
「
同
論
文
」、
及
び
、
稲
畑
ル
ミ

子
「
曽
我
直
庵
「
架
鷹
図
屏
風
」（
島
津
家
旧
蔵
）」（『
奈
良
県
立
美
術
館
紀
要
』
第

十
四
号
、
平
成
十
二
年
）
参
照
。

６　

仁
和
寺
本
以
下
の
諸
本
の
図
版
等
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

　
　

・
仁
和
寺
本
│
『
仁
和
寺
大
観
』（
法
蔵
館
、
平
成
二
年
）、
図
版
四
四
。

　
　

・ 

奈
良
県
立
美
術
館
本
│
『
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
祭
特
別
展　

花
鳥
画
―
中
国
・

韓
国
と
日
本
│
（
奈
良
県
立
美
術
館
、
平
成
二
十
二
年
）
図
版
七
七
。

　
　

・ 

岡
山
県
立
博
物
館
本
│
『
日
本
屏
風
絵
集
成　

第
十
二
巻　

風
俗
画
│
公
武
風
俗
』

（
昭
和
五
十
五
年
、
講
談
社
）、
図
版
五
四
・
五
五
。

　
　

・ 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
│
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館　

日
本
美
術
調
査
図
録　

第
一
次
調

査
／
仏
画
・
仏
像
・
仏
具
・
袈
裟
・
水
墨
画
・
初
期
狩
野
派
・
琳
派　

図
版
編
』

（
講
談
社
、
平
成
八
年
）、
図
版
一
二
五
。

　
　

・ 「
松
鷹
図
屏
風
」
│
『
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

若
冲
と
江
戸
絵
画
』（
日
本
経

済
新
聞
社
、
平
成
十
八
年
）
図
版
三
、
及
び
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
リ
リ
ホ
イ
「
曽
我

二
直
庵
筆　

松
鷹
図
屏
風
」、『
国
華
』
第
一
一
七
一
号
、
平
成
五
年
。

７　

本
来
、
大
緒
の
結
び
目
、
色
目
、
寸
法
は
、
鷹
の
種
類
、
年
齢
、
猟
歴
、
吉
凶
事
な

ど
の
別
、
ま
た
流
派
の
作
法
で
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
宮
内
省
式
部
職
『
放
鷹
』

（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
年
）、
屋
代
弘
賢
『
古
今
要
覧
稿
』
第
三
巻
（
巻
百
七
十
九
・

器
材
部　

鷹
具
一
│
大
緒
）
参
照
。『
同
書
』
全
六
巻
、
国
書
刊
行
会
、
明
治
三
十
八

〜
四
十
年
。

８　

屋
代
弘
賢
『
同
右
』（
巻
百
八
十
二
・
器
材
部　

鷹
犬
具
四
│
架
）
参
照
。

９　

屋
代
弘
賢
『
同
右
』（
巻
百
八
十
四
・
器
材
部　

鷹
犬
具
六
│
ほ
こ
た
れ
）
参
照
。

10　

根
崎
光
男
『
将
軍
の
鷹
狩
り
』（
同
成
社
、
平
成
十
一
年
）、
岡
崎
寛
徳
『
鷹
と
将
軍

徳
川
社
会
の
贈
答
シ
ス
テ
ム
』（
講
談
社
、
平
成
二
十
一
年
）
な
ど
。

11　

小
野
真
由
美
「
江
戸
初
期
鷙
鳥
図
に
お
け
る
「
鷹
と
鶴
」
に
つ
い
て
の
考
察
│
塩
鶴

屏
風
を
て
が
か
り
に
│
」、『M

U
SEU

M

』
第
六
三
八
号
、
平
成
二
十
四
年
。

12　

水
野
裕
史
「
戦
国
時
代
に
お
け
る
鷹
図
の
画
と
詩
」、『
芸
叢
』
第
二
十
四
号
、
平
成

二
十
年
。
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【
補
遺
】　
事
業
報
告
│
特
集
展
示
「
た
っ
ぷ
り
見
た
い
屏
風
絵
」

　

本
稿
「
田
村
直
翁
筆
「
架
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」（
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）
に

つ
い
て
」
は
、
平
成
二
十
四
年
度
に
実
施
し
た
特
集
展
示
「
た
っ
ぷ
り
見
た
い

屏
風
絵
」
の
企
画
準
備
に
際
し
て
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
本
特
集
展
示
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
報
告
し
て
お
き
た
い
。

●
特
集
展
示
「
た
っ
ぷ
り
見
た
い
屏
風
絵
」

　

会　
　

期
：
平
成
二
十
四
年
九
月
十
一
日
（
火
）
〜
十
月
十
四
日
（
日
）

　

企
画
内
容
： 

館
蔵
・
寄
託
の
屏
風
絵
二
十
点
を
出
品
（
内
訳
は
【
出
品
目
録
】

の
と
お
り
）、
そ
の
主
題
や
表
現
を（
①
雅
│
俗
、
②
柔
│
剛
、

③
和
│
漢
）
の
六
種
三
組
の
モ
ー
ド
で
切
り
取
り
、
大
画
面
の

も
つ
魅
力
を
紹
介
し
た
。

　

関
連
行
事
：

　

・
見
ど
こ
ろ
ト
ー
ク

　
　

日　
　

時
： 

九
月
二
十
三
日
（
日
）　

午
前
十
一
時
、
午
後
一
時
、

　
　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
（
各
回
二
十
分
程
度
）

　
　

講　
　

師
： 

大
阪
市
立
美
術
館
館
イ
ン
タ
ー
ン
（
大
竹
悦
子
・
同
志
社
大

学
大
学
院
生
）

　
　

参
加
人
数
：
計
四
十
五
人

　

・
美
術
講
座　

 「
洛
中
洛
外
図
屏
風
・
田
万
家
本
と
そ
の
系
列
作
品
に
つ
い

て
」

　
　

日　
　

時
：
十
月
十
四
日
（
日
）　

午
後
二
時
〜
三
時
三
十
分

　
　

講　
　

師
：
知
念
理
（
主
任
学
芸
員
）

　
　

参
加
人
数
：
五
十
八
人

　

・
鑑
賞
学
習　

大
阪
市
立
宝
栄
小
学
校
五
年
生
・
四
ク
ラ
ス

　
　

日　
　

時
：
十
月
十
二
日
（
金
）　

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　

参
加
人
数
：
八
十
八
人

　

・
事
業
連
携　

 「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
ス
２
０
１
２　

│
わ
た
し
の
お

気
に
入
り
は
こ
れ
│
」

　
　

日　
　

時
：
九
月
二
十
一
日
（
金
）
〜
十
月
四
日
（
木
）

　
　

投
票
総
数
： 

一
八
四
票
（
最
多
得
票
│
個
人
蔵　

狩
野
永
納
筆
「
舞
楽
図

屏
風
」）

　

企
画
を
担
当
し
た
筆
者
は
美
術
講
座
を
実
施
し
、
所
蔵
作
品
研
究
の
一
端
を

発
表
し
た
。ま
た
大
阪
市
立
宝
栄
小
学
校
五
年
生
に
よ
る
鑑
賞
学
習
に
対
応
し
、

担
当
教
諭
と
事
前
学
習
の
打
ち
合
わ
せ
、
当
日
の
ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行

っ
た
。
当
館
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
あ
る
大
竹
悦
子（
同
志
社
大
学
大
学
院
生
）は
、

作
品
調
査
・
撮
影
補
助
、
関
係
文
献
収
集
、
展
示
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
執
筆
で
本

特
集
展
示
の
企
画
準
備
に
参
加
し
た
。
ま
た
「
見
ど
こ
ろ
ト
ー
ク
」
の
講
師
を

担
当
し
、
来
館
者
へ
の
教
育
普
及
サ
ー
ビ
ス
の
一
端
を
実
践
し
た
【
図
14
】。

さ
ら
に
作
品
実
査
の
成
果
と
し
て
、
本
誌
に
「
研
究
ノ
ー
ト　

個
人
蔵　

伝
俵

屋
宗
達
筆
「
扇
面
散
貼
付
屏
風
」
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
当
館
を
含
む
大
阪
市
立
の
博
物
館
・
美
術
館
・
動
物
園
の
八
施
設
が
連

携
す
る
「
大
阪
て
く
て
く
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
、
常
設
展
の
広
報
を
目
的
と

す
る
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
ス
大
阪
」
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
平
成
二
十
四
年
度
は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
ス
２
０
１
２
│

わ
た
し
の
お
気
に
入
り
は
こ
れ
│
」
と
題
す
る
投
票
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、

「
た
っ
ぷ
り
見
た
い
屏
風
絵
」
は
「
屏
風
絵
の
世
界
を
旅
す
る
こ
と
が
で
き
た

な
ら
・
・
・
」
の
テ
ー
マ
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
【
図
15
】。
今
回
はFacebook

の
専
用
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て
関
連
行
事
の
実
施
状
況
を
随
時
掲
載
す
る
な

ど
、
新
た
な
方
法
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
周
知
が
図
ら
れ
た
。

　

当
館
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
平
常
展
の
魅
力
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
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一
フ
ロ
ア
ー
四
室
・
約
九
〇
〇
㎡
を
使
用
し
、
テ
ー
マ
性
を
よ
り
明
確
に
し
た

拡
大
版
平
常
展
で
あ
る
「
特
集
展
示
」
を
開
催
し
て
き
た
。
近
年
の
企
画
と
し

て
は
、「
水
都
大
阪
二
〇
〇
九
開
催
記
念「
水
の
風
景
」」（
平
成
二
十
一
年
度
）、

「
草
花
の
い
ろ
ど
り
」、「
受
贈
記
念
辻
本
勇
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

陶
芸
家
・
富
本

憲
吉
の
世
界
」（
同
二
十
二
年
度
）、「
中
国
書
画
Ⅰ
・
Ⅱ
」（
同
二
十
三
年
度
）、

「
雲
の
上
を
行
く
―
仏
教
美
術
」（
同
前
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

テ
ー
マ
性
を
明
確
に
し
た
拡
大
版
、
と
い
っ
た
が
、
闇
雲
に
多
く
の
作
品
を

並
べ
る
だ
け
で
充
実
し
た
展
観
を
実
現
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
会
場
造
作
、

広
報
な
ど
に
特
段
の
予
算
措
置
も
な
い
な
か
で
、「
特
集
展
示
」
の
仕
上
が
り

を
大
き
く
左
右
す
る
の
が
寄
託
作
品
の
存
在
で
あ
る
。「
た
っ
ぷ
り
見
た
い
屏

風
絵
」
で
は
、
全
二
十
点
中
、
十
三
点
を
寄
託
作
品
が
占
め
た
。

　

当
館
に
は
長
年
、
近
畿
一
円
の
社
寺
、
個
人
所
蔵
家
な
ど
か
ら
多
数
の
優
品

が
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
品
々
を
各
種
展
示
に
効
果
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
目
の
肥
え
た
観
覧
者
の
満
足
感
を
獲
得
し
て
き
た
。
当
館
な
ら
で
は
の「
資

産
」
で
あ
る
寄
託
作
品
が
、
担
当
学
芸
員
の
研
究
的
方
面
に
も
多
大
な
恩
恵
を

も
た
ら
し
、
独
自
の
情
報
発
信
を
支
え
て
き
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

特
別
展
予
算
の
確
保
は
年
々
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
特
集
展
示
を

は
じ
め
、
平
常
展
企
画
の
切
り
口
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、
館
運
営
の
真
の
生

命
線
強
化
を
図
る
必
要
性
を
痛
感
す
る
。
目
先
の
収
支
に
一
喜
一
憂
す
る
次
元

と
は
異
な
る
目
線
か
ら
、
美
術
館
の
構
え
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
を
確
保
し
、
進
化

さ
せ
る
工
夫
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

近
現
代
作
家
の
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
強
み
に
、
実
に
タ
フ
な
常
設
展
を

展
開
し
続
け
て
い
る
の
が
京
都
市
美
術
館
で
あ
る
。
企
画
毎
に
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
も
作
製
さ
れ
、
図
録
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
特
別
展
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ

ど
一
歩
突
っ
込
ん
だ
コ
ン
セ
プ
ト
を
い
つ
も
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
、
静

岡
県
立
美
術
館
と
広
島
県
立
美
術
館
は
相
互
協
力
の
協
定
を
締
結
し
、
所
蔵
作

品
の
交
換
展
や
共
同
企
画
展
の
実
施
を
目
論
む
。
美
術
館
を
取
り
巻
く
行
財
政

環
境
の
閉
塞
感
を
共
有
す
る
地
方
主
力
の
二
館
が
、
美
術
館
運
営
の
強
化
の
一

環
と
し
て
、
常
設
展
の
展
開
に
新
た
な
刺
激
と
活
力
を
招
き
入
れ
た
先
進
的
な

事
例
で
あ
る
。

　

公
立
美
術
館
の
常
設
展
は
各
地
で
静
か
に
深
化
、
進
化
を
続
け
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
、
着
想
に
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
現
在
の
特
集
展
示
を

さ
ら
に
ブ
ッ
ラ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
ゆ
く
べ
く
、
大
い
に
試
行
錯
誤
を
心
掛
け
て

ゆ
き
た
い
。 

（
大
阪
市
立
美
術
館
主
任
学
芸
員
）

図14　インターンによる見どころトーク

図15　ミュージアムウィークス大阪2012
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№ 作　者 数　量 材　質 寸　法 制　作　年　代 所　蔵

7 「伊年」印 ６曲１双 紙本着色
99.5×35.1（1･6扇）
99.5×38.0（2～5扇）

江戸時代・17世紀 京都・寂照院

8 （「伊年」印） ６曲１双 紙本着色 各124.0×332.4 江戸時代・17-18世紀 個人

9 「対青軒」印 ６曲１双 紙本金地着色 各156.2×361.2 江戸時代・17世紀 個人

10 伝俵屋宗達 ６曲１隻 紙本着色
屏風153.5×349.0
扇面19.0×53.9ほか

江戸時代・17世紀 個人

11 ６曲１双 紙本金地着色 各165.8×359.4 江戸時代・17-18世紀 個人

12 三谷等宿 ６曲１双 紙本墨画着色 各図117.0×52.4 江戸時代・17世紀 個人

13 狩野派 ６曲１双 紙本墨画 各166.5×350.4 桃山時代・16世紀 当館

14 田村直翁 ６曲１隻
（１双のうち）

紙本着色 各図125.5×54.0 江戸時代・17-18世紀 当館
（幾田豊氏寄贈）

15 長谷川等伯 ２曲１隻 紙本墨画 148.5×172.4 江戸時代・慶長12年（1607） 当館

16 長谷川派 ６曲１双 紙本金地着色 各156.6×356.0 桃山時代・16-17世紀 京都・禅林寺

17 長谷川宗也 ６曲１双 紙本金地着色 各155.6×362.6 江戸時代・17世紀 個人

18 狩野山楽 ６曲１隻 紙本墨画淡彩 157.7×361.0 江戸時代・17世紀 個人

19 狩野派 ６曲１双 紙本金地着色
風流陣   154.5×351.2
明皇蝶幸156.0×359.4 江戸時代・17世紀 個人

20 狩野派 ６曲１双 紙本金地着色 各152.8×348.0 桃山時代・16-17世紀
当館
（田万コレクション）

風流陣・明皇蝶幸図屏風

四季花鳥図屏風

扇面散貼付屏風

牡丹唐獅子図屏風

鷹図押絵貼屏風

龍虎図屏風

特集展示「たっぷり見たい屏風絵」　【出品目録】

山杉図屏風

竹垣に山吹・空木図屏風

山水図屏風

作　品　名　

烏梟図屏風

藤袴図屏風

四季草花図押絵貼屏風

四季草花図屏風

架鷹図押絵貼屏風

1 ６曲１双 紙本金雲着色 各156.6×361.4 江戸時代・17世紀 個人

2 狩野永納 ６曲１双 紙本金地着色 各156.0×363.8 江戸時代・17世紀 個人

3 狩野派 ６曲１隻 紙本金地着色 124.0×350.2 桃山時代・16－17世紀 当館

4 ６曲１双 紙本金地着色 各152.4×332.8 江戸時代・17世紀 当館
（田万コレクション）

5 ６曲１双 紙本金地着色 各154.2×354.8 江戸時代・17世紀 京都・金地院

6 ６曲１隻 紙本金地着色 89.3×255.6 江戸時代・17世紀 当館

舞楽図屏風

源氏物語図屏風

競馬図屏風

洛中洛外図屏風

日吉山王祭礼図屏風

邸内遊楽図屏風

■雅－俗

　古びたしきたりや記録を静かに愛おしむ屏風絵があり、一方、最新流行の出来事を居ながらに体感させる屏風絵が

ありました。閉じられた社会と開かれた社会、静寂と躍動、故実と時世粧・・。雅－俗のはざまに、風俗画の豊かな世界

が横たわっています。

■柔－剛

　移ろう四季の自然ははかないものですが、再生のための種を黙々と蓄えています。一方、戦国の武将たちは、明日

をも知れぬ弱肉強食の世を勇猛果敢に生きました。柔―剛、それぞれの「いのち」が、動植物を主題とする屏風絵の中

で輝いています。

■和－漢

　狩野派や長谷川派は非常に優れた職業画家集団でした。中国絵画を規範とする漢画と、日本の伝統的なやまと絵

の双方の技術を兼ね備え、幅広い階層の要求に応えることができました。和－漢の世界を隔てていた主題や表現の

融合が、この両派の活躍により大きく進みました。
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図
版
解
説
（
展
示
解
説
）

１　

競
馬
図
屏
風

　

宮
廷
、
ま
た
は
貴
族
邸
宅
の
庭
と
思
わ
れ
る
場
所
で
競
馬
が
催
さ
れ
る
。
六

組
が
同
時
に
馬
場
を
駆
け
、
鍛
錬
さ
れ
た
馬
技
の
美
し
さ
を
競
う
。
寝
殿
内
の

上
畳
に
座
る
、
着
衣
の
端
だ
け
が
見
え
る
人
物
は
天
皇
で
あ
ろ
う
か
。
限
ら
れ

た
貴
族
社
会
で
享
受
さ
れ
た
競
馬
の
故
実
を
絵
画
で
再
現
し
、
典
雅
な
芸
能
と

し
て
愛
で
た
の
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
の
競
馬
図
（
春
日
大
社
蔵
）
を
忠
実
に

写
す
作
例
。

２　

舞
楽
図
屏
風　

狩
野
永
納

　

全
二
十
四
曲
の
舞
楽
、
七
十
二
人
の
舞
人
を
図
譜
的
に
網
羅
す
る
。
舞
人
の

装
束
や
ポ
ー
ズ
の
組
合
せ
が
装
飾
的
に
整
理
さ
れ
、
総
金
地
の
画
面
に
幾
何
学

的
な
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
す
。
筆
者
の
狩
野
永
納
（
一
六
三
一
│
九
七
）
は
京
狩

野
家
の
三
代
目
。
初
の
本
格
的
な
画
人
伝
『
本
朝
画
史
』
を
ま
と
め
た
こ
と
で

知
ら
れ
る
。
狩
野
派
系
の
画
家
が
舞
楽
図
の
規
範
と
し
て
継
承
し
た
先
行
作
品

を
永
納
も
ほ
ぼ
忠
実
に
写
し
て
い
る
。

３　

源
氏
物
語
図
屏
風　

狩
野
派

　
『
源
氏
物
語
』
の
第
一
帖
「
桐
壷
」
が
画
面
右
に
、
第
二
帖
「
帚
木
」
が
画

面
左
に
配
さ
れ
る
。「
桐
壷
」
は
光
源
氏
の
誕
生
を
描
い
て
い
る
。
近
接
し
た

視
点
か
ら
館
が
大
き
く
と
ら
え
ら
れ
、
上
畳
に
座
る
桐
壷
帝
に
桐
壷
更
衣
が
寄

り
添
う
。
周
囲
に
侍
る
女
房
の
ひ
と
り
が
誕
生
ま
も
な
い
源
氏
を
胸
元
に
抱
い

て
い
る
。
人
物
や
樹
木
の
表
現
か
ら
、
桃
山
時
代
の
狩
野
派
に
よ
る
作
例
と
考

え
ら
れ
る
。

４　

洛
中
洛
外
図
屏
風

　

京
の
市
中
（
洛
中
）
と
郊
外
（
洛
外
）
の
景
観
を
描
く
都
市
風
俗
図
。
南
北

の
通
り
を
境
に
、
西
側
＝
左
の
画
面
に
二
条
城
と
参
内
行
列
、
東
側
＝
右
の
画

面
に
方
広
寺
大
仏
殿
と
祇
園
会
の
山
鉾
巡
行
を
対
置
す
る
。
左
の
画
面
の
南
限

は
淀
、
石
清
水
八
幡
に
及
ぶ
。
伏
見
城
は
描
か
れ
ず
、
二
条
城
も
小
さ
く
な
る
。
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徳
川
方
の
勝
利
で
政
治
的
安
定
が
回
復
す
る
元
和
年
間
（
一
六
一
五
〜
二
四
）

の
京
都
が
描
か
れ
る
。

５　

日
吉
山
王
祭
礼
図
屏
風

　

比
叡
山
を
守
護
す
る
神
、
日
吉
社
の
春
の
大
祭
は
「
申
の
神
事
」
で
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。
右
の
画
面
は
日
吉
社
門
前
へ
向
か
う
山
王
七
社
の
神
輿

渡
御
、
左
の
画
面
は
七
本
柳
の
浜
か
ら
唐
崎
沖
へ
の
船
渡
御
で
、
一
連
の
神
事

を
琵
琶
湖
側
か
ら
と
ら
え
る
。
風
俗
画
に
手
慣
れ
た
絵
師
の
生
彩
あ
ふ
れ
る
人

物
描
写
が
み
ら
れ
、
神
輿
の
担
ぎ
手
や
沿
道
の
人
々
の
興
奮
、
熱
気
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

６　

邸
内
遊
楽
図
屏
風

　

豪
華
な
調
度
を
備
え
る
二
階
建
て
邸
宅
の
内
外
で
、
多
数
の
男
女
が
酒
宴
や

舞
を
楽
し
み
、
双
六
や
カ
ル
タ
な
ど
種
々
の
遊
び
に
興
じ
て
い
る
。
別
棟
の
風

呂
で
く
つ
ろ
ぐ
男
女
の
姿
も
み
え
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
遊
里
の
イ
メ
ー
ジ
が

色
濃
く
投
影
さ
れ
た
風
俗
図
で
あ
る
。「
相
応
寺
屏
風
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）
と

称
さ
れ
る
遊
楽
図
が
原
型
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
凝
縮
し
た
作
品

と
な
っ
て
い
る
。

７　

四
季
草
花
図
押
絵
貼
屏
風　
「
伊
年
」
印

　

芙
蓉
、
鶏
頭
、
牡
丹
、
芥
子
、
菊
と
い
っ
た
四
季
の
草
花
が
組
み
合
わ
さ
れ

て
い
る
。
太
く
柔
ら
か
い
線
と
淡
彩
、
墨
と
金
泥
を
混
ぜ
る
た
ら
し
こ
み
の
技

法
が
用
い
ら
れ
、「
伊
年
」
印
の
草
花
図
で
も
十
七
世
紀
後
半
に
活
躍
し
た
喜

多
川
相
雪
の
周
辺
作
品
に
近
い
。
た
だ
し
「
伊
年
」
印
は
画
面
切
断
の
影
響
で

は
っ
き
り
と
は
確
認
で
き
な
い
。
草
花
の
並
び
も
四
季
の
順
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
。

８　

四
季
草
花
図
屏
風　
（「
伊
年
」
印
）

　

山
吹
か
ら
水
仙
ま
で
、
画
面
右
か
ら
左
へ
四
季
が
流
れ
る
。
多
種
の
草
花
を

並
列
的
に
配
置
す
る
構
成
は
「
伊
年
」
印
草
花
図
の
特
徴
で
あ
る
。
草
花
の
構

成
が
類
似
す
る
他
の
「
伊
年
」
印
作
例
に
比
べ
て
や
や
意
匠
的
に
表
現
さ
れ
、

余
白
を
埋
め
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
世
代
、
環
境
と
も
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八

│
一
七
一
六
）
に
近
い
画
家
の
草
花
図
学
習
を
示
す
作
例
で
あ
ろ
う
。「
伊
年
」

印
は
後
入
と
み
ら
れ
る
。

９　

藤
袴
図
屏
風　
「
対
青
軒
」
印

　

大
画
面
を
藤
袴
一
種
類
で
埋
め
尽
く
す
の
は
、
宗
達
周
辺
の
絵
師
に
よ
る
草

花
図
で
は
珍
し
い
。
地
面
や
霞
、
雲
に
は
、
金
箔
、
砂
子
、
野
毛
な
ど
様
々
な

箔
散
ら
し
の
技
法
を
取
り
混
ぜ
る
。
こ
れ
ら
が
重
層
的
に
交
錯
し
あ
い
、
広
々

と
し
て
深
み
の
あ
る
空
間
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
左
右
の
画
面
を
入
れ
替

え
て
も
図
柄
が
つ
な
が
る
。
宗
達
周
辺
で
用
い
ら
れ
た
「
対
青
軒
」
の
印
が
お

さ
れ
る
。

10　

扇
面
散
貼
付
屏
風　

伝
俵
屋
宗
達
筆

　

杉
が
描
か
れ
た
屏
風
に
多
数
の
扇
面
を
貼
交
ぜ
る
。舟
人
図
、保
元
物
語
図
、

牛
若
丸
図
、
樵
図
、
舞
楽
図
、
蹴
鞠
図
、
歌
仙
図
、
競
馬
図
な
ど
人
物
画
が
多

く
、
そ
の
間
に
草
花
図
、
波
図
が
数
図
見
ら
れ
る
。
複
数
の
題
材
を
選
び
、
そ

れ
ら
を
画
面
全
体
に
散
ら
す
構
成
は
宗
達
派
に
よ
く
み
ら
れ
る
。
各
図
の
画
風

に
違
い
が
あ
る
た
め
、
複
数
の
絵
師
に
よ
る
も
の
を
集
め
て
構
成
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

11　

牡
丹
唐
獅
子
図
屏
風

　

巨
大
な
牡
丹
が
咲
き
乱
れ
る
水
辺
に
姿
を
現
し
た
三
頭
の
唐
獅
子
。
獅
子
は

ラ
イ
オ
ン
に
由
来
す
る
霊
獣
で
、
桃
山
時
代
に
は
威
風
堂
々
と
し
た
勇
壮
な
姿

で
描
か
れ
、
武
家
に
好
ま
れ
た
。
後
ろ
足
を
蹴
り
上
げ
て
ほ
え
る
左
の
一
頭
は

毛
並
み
を
乱
し
て
荒
々
し
い
が
、
右
の
二
頭
は
悠
然
と
構
え
る
。
牡
丹
と
の
組

み
合
わ
せ
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
謡
曲
「
石
橋
」
を
ふ
ま
え
た
吉
祥
の
画
題
と

考
え
ら
れ
る
。

12  

鷹
図
押
絵
貼
屏
風　

三
谷
等
宿

　

樹
上
、
水
上
の
岩
、
籬
な
ど
画
面
ご
と
に
異
な
る
背
景
を
設
定
し
、
巣
の
雛

を
守
る
親
鷹
の
姿
な
ど
変
化
あ
る
鷹
の
姿
態
を
描
い
て
い
る
。
筆
者
の
三
谷
等

宿
（
一
五
八
三
│
一
六
五
四
）
は
慶
長
年
間
か
ら
毛
利
輝
元
に
仕
え
、
雲
谷
等

顔
と
と
も
に
「
雪
舟
流
」
を
継
い
だ
画
家
。
世
に
「
三
谷
鷹
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
鷹
を
描
く
こ
と
を
得
意
と
し
、
本
作
で
も
そ
の
構
想
や
筆
法
の
確
か
さ
を
示

し
て
い
る
。
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13　

龍
虎
図
屏
風　

狩
野
派

　

渦
巻
く
雲
を
従
え
た
龍
、
風
を
呼
ぶ
虎
が
向
き
合
う
。
龍
と
雲
、
虎
と
風
の

組
合
せ
は
、
英
雄
が
時
を
得
て
頭
角
を
あ
ら
わ
す
こ
と
を
た
と
え
、
戦
国
武
将

ら
の
士
気
を
高
め
た
画
題
で
あ
っ
た
。
温
和
な
雌
雄
の
虎
は
桃
山
時
代
の
狩
野

派
主
流
に
よ
る
画
面
に
類
似
し
、
威
嚇
と
い
う
よ
り
も
一
門
繁
栄
へ
の
願
い
を

象
徴
す
る
描
写
で
あ
ろ
う
。
大
正
六
年
の
旧
秋
田
藩
主
・
佐
竹
公
爵
家
か
ら
の

売
立
作
品
。

14　

架
鷹
図
押
絵
貼
屏
風　

田
村
直
翁

　

鷹
狩
を
す
る
た
め
の
鷹
が
架
と
呼
ば
れ
る
止
ま
り
木
に
つ
な
が
れ
て
い
る
。

鷹
の
姿
勢
、
架
、
足
を
架
に
つ
な
ぐ
大
緒
、
架
か
ら
垂
れ
る
架
衣
な
ど
の
組
合

せ
が
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
む
。
愛
玩
す
る
鷹
の
「
肖
像
」
は
、
武
家
に
と
っ

て
貴
重
な
財
産
目
録
で
も
あ
っ
た
。
作
者
の
田
村
直
翁
は
伝
歴
不
詳
。
曽
我
二

直
庵
か
ら
の
影
響
を
示
す
鷹
図
が
確
認
さ
れ
、
活
躍
期
は
十
七
世
紀
終
わ
り
頃

と
考
え
ら
れ
る
。

15　

烏
梟
図
屏
風　

長
谷
川
等
伯

　

緊
張
し
た
表
情
で
枝
先
に
と
ま
る
フ
ク
ロ
ウ
に
、
ち
ょ
っ
か
い
を
か
け
よ
う

と
す
る
の
か
、
そ
の
周
囲
を
飛
び
ま
わ
る
カ
ラ
ス
。
ふ
と
、
昔
話
の
ひ
と
コ
マ

を
見
る
よ
う
な
不
思
議
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
浮
か
ぶ
。身
近
な
動
物
た
ち
の「
情

愛
」
に
熱
い
ま
な
ざ
し
を
注
い
だ
長
谷
川
等
伯
な
ら
で
は
の
水
墨
画
題
。
裂
け

筆
を
用
い
た
伸
び
や
か
な
水
墨
表
現
も
巧
み
で
、
最
晩
年
六
十
九
歳
の
円
熟
味

が
感
じ
ら
れ
る
。

16　

山
杉
図
屏
風　

長
谷
川
派

　

な
だ
ら
か
な
山
す
そ
に
、
杉
を
中
心
に
松
、
檜
、
柳
な
ど
の
美
し
い
シ
ル
エ

ッ
ト
が
望
ま
れ
る
。
水
景
を
境
に
し
て
右
の
画
面
に
お
よ
そ
春
夏
、
左
の
画
面

に
秋
冬
の
景
が
位
置
す
る
。
柔
ら
か
な
輪
郭
を
も
つ
金
雲
が
木
立
の
前
後
を
お

お
い
、
室
町
時
代
の
や
ま
と
絵
山
水
を
思
わ
せ
る
物
寂
し
い
情
感
が
た
だ
よ
っ

て
い
る
。
長
谷
川
等
伯
の
次
男
・
宗
宅
（
？
│
一
六
一
一
）
の
画
風
と
の
共
通

性
が
指
摘
さ
れ
る
。

17　

竹
垣
に
山
吹
・
空
木
図
屏
風　

長
谷
川
宗
也

　

山
吹
、
空
木
が
竹
垣
を
越
え
て
枝
も
た
わ
わ
に
咲
き
乱
れ
る
。
筆
者
の
長
谷

川
宗
也
（
一
五
九
〇
│
一
六
六
七
）
は
長
谷
川
等
伯
の
三
男
。
長
谷
川
派
は
垣

や
棚
を
大
き
く
あ
し
ら
っ
た
花
木
・
草
花
図
を
好
ん
で
手
が
け
た
。
奥
行
を
消

し
た
総
金
地
を
デ
ザ
イ
ン
的
に
構
成
し
よ
う
と
す
る
宗
也
の
造
形
感
覚
が
う
か

が
わ
れ
る
。
画
面
を
左
右
入
れ
替
え
て
も
異
な
る
構
図
が
出
来
上
が
る
よ
う
仕

込
ま
れ
て
い
る
。

18　

山
水
図
屏
風　

狩
野
山
楽

　

文
人
高
士
が
自
適
の
暮
ら
し
を
送
る
清
雅
な
自
然
が
広
が
り
、
湖
水
を
は
さ

ん
で
秋
か
ら
冬
の
景
が
展
開
す
る
。
本
来
は
春
か
ら
夏
の
景
も
合
わ
さ
れ
、
琴

棋
書
画
の
芸
を
た
し
な
む
人
物
を
描
く
四
季
山
水
図
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

筆
者
は
豊
臣
家
の
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
山
楽
（
一
五
五
九
│
一
六
三
五
）。

水
墨
表
現
は
柔
ら
か
く
、
金
泥
、
淡
彩
を
交
え
平
明
な
山
水
空
間
を
描
き
出
す
。

そ
の
晩
年
の
作
で
あ
ろ
う
。

19　

風
流
陣
・
明
皇
蝶
幸
図
屏
風　

狩
野
派

　
「
風
流
陣
」
は
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
が
酒
に
酔
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
百
人
ず
つ

を
率
い
て
宮
廷
で
合
戦
の
遊
び
を
し
た
と
い
う
故
事
。
二
陣
に
分
か
れ
た
女
性

ら
が
花
の
枝
を
打
ち
合
う
。「
明
皇
蝶
幸
」
は
玄
宗
皇
帝
が
楊
貴
妃
に
出
会
う

ま
で
、
後
宮
の
女
性
の
髪
に
花
を
挿
さ
せ
て
蝶
を
放
ち
、
蝶
が
と
ま
っ
た
女
性

の
も
と
を
訪
れ
た
と
い
う
故
事
。
享
楽
的
な
中
国
宮
廷
風
俗
図
で
、
女
性
の
人

物
描
写
は
秀
麗
で
あ
る
。

20　

四
季
花
鳥
図
屏
風　

狩
野
派

　

紅
梅
、
桜
な
ど
春
・
夏
の
景
、
楓
、
椿
な
ど
秋
・
冬
の
景
が
右
か
ら
左
の
画

面
へ
と
展
開
し
、
美
し
い
番
の
鳥
た
ち
が
飛
び
交
う
。
狩
野
元
信
（
一
四
七
六

│
一
五
五
九
）
に
よ
る
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
白
鶴
美
術
館
蔵
）
を
ほ
ぼ
忠

実
に
写
し
た
作
例
。
桃
山
時
代
に
開
花
す
る
金
地
濃
彩
花
鳥
図
の
先
駆
と
さ
れ

る
元
信
作
品
の
構
成
や
表
現
が
、
以
後
の
狩
野
派
に
強
い
規
範
と
し
て
意
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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俵
屋
宗
達
を
代
表
と
す
る
「
琳
派
」
の
絵
師
は
、
扇
面
画
を
多
く
制
作
し
、

今
日
に
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
集
め
屏
風
に
仕
立
て
た
扇
面

屏
風
も
同
様
で
あ
る
。
個
人
蔵《
扇
面
散
貼
付
屏
風
》（
六
曲
一
隻
、
紙
本
着
色
、

一
五
三
・
五
×
三
四
三
・
八
㎝
【
図
１
】）（
以
下
、
本
作
と
呼
ぶ
）
は
宗
達
派

に
よ
る
扇
面
屏
風
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
作
品
で（

１
）、
近
時
、
大
阪
市
立
美
術

館
に
お
け
る
特
集
展
示
「
た
っ
ぷ
り
見
た
い
屏
風
絵
」（
平
成
二
十
四
年
九
月

十
一
日
〜
十
月
十
四
日
）
に
出
品
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
同
展
の
企
画

準
備
に
加
わ
り
、
若
干
な
が
ら
本
作
へ
の
所
見
を
得
た
の
で
報
告
し
た
い
。

　

扇
面
屏
風
に
は
、
屏
風
上
に
扇
面
を
直
接
描
く
場
合
と
扇
面
画
を
貼
り
つ
け

る
場
合
が
あ
る
が
、
本
作
は
後
者
で
あ
る
。
扇
面
は
計
二
十
一
面
あ
り
、
各
扇

に
三
、
四
面
ず
つ
、
屏
風
の
一
扇
の
枠
を
は
み
出
る
こ
と
な
く
貼
付
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
扇
面
に
も
摺
畳
線
は
確
認
で
き
な
い
。
扇
面
の
背
景

は
、
多
く
は
金
地
で
、
一
部
の
扇
面
に
は
背
景
に
銀
泥
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

　

扇
面
の
画
題
は
人
物
図
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
間
に
、
流
水
図
や
草
花
図
が
見

ら
れ
る
。
屏
風
の
各
扇
に
わ
た
っ
て
確
認
で
き
る
武
者
と
、
第
四
扇
目
の
牛
に

荷
車
を
引
か
せ
る
人
物
の
合
計
七
図
は
、
狩
野
養
信
筆
「
保
元
平
治
物
語
図
屏

風
模
本
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
の
比
較
か
ら
、『
保
元
物
語
』
の
古
絵
巻

に
取
材
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

２
）。

　

第
一
扇
目
の
、
右
手
に
刀
、
左
手
に
日
の
丸
の
扇
を
持
ち
、
高
下
駄
を
履
い

て
橋
の
上
を
軽
快
に
飛
び
ま
わ
る
人
物
は
、
牛
若
丸
だ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た

物
語
絵
の
ほ
か
に
は
、
舞
楽
図
、
歌
仙
図
、
蹴
鞠
図
、
競
馬
図
な
ど
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
題
材
を
選
択
し
、
そ
れ
ら
を
画
面
全
体
に
散
ら

す
構
成
は
宗
達
派
の
特
徴
で
あ
る
。

　

画
面
上
に
は
、
宗
達
あ
る
い
は
そ
の
工
房
を
示
す
落
款
や
印
章
は
認
め
ら
れ

な
い
が
、
全
体
に
、
お
お
ら
か
な
描
線
や
、
大
胆
な
画
面
構
成
、
た
ら
し
込
み

の
技
法
が
見
ら
れ
、や
は
り
宗
達
派
の
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

各
扇
面
を
詳
細
に
観
察
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
着
色
法
や
人
物
の
描
き
方
な
ど
、

画
風
に
細
か
い
差
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
作
の
制
作

者
は
お
そ
ら
く
ひ
と
り
で
は
な
く
、
工
房
内
の
複
数
の
絵
師
に
よ
る
作
品
を
集

め
、
屏
風
に
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
作
の
構
成
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
、
本
作
と
他
の
扇
面
屏
風
と
の

関
係
を
述
べ
た
い
。
屏
風
上
に
散
ら
さ
れ
た
人
物
画
と
草
花
図
の
割
合
は
、
フ

リ
ー
ア
美
術
館
蔵
《
扇
面
散
貼
付
屏
風
》
や
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
「
伊

研
究
ノ
ー
ト個

人
蔵 

伝
俵
屋
宗
達
筆
《
扇
面
散
貼
付
屏
風
》
に
つ
い
て

大
　
　
竹
　
　
悦
　
　
子
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年
」
印
《
扇
面
貼
付
屏
風
》
に
近
い
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
扇
面
を
屏
風
の
一

扇
の
枠
内
に
収
め
る
配
置
は
宮
内
庁
本
に
、
閉
じ
た
扇
や
半
開
の
扇
を
無
造
作

に
交
ぜ
散
ら
す
構
成
は
フ
リ
ー
ア
本
に
似
て
い
る
。
し
か
し
本
作
の
扇
は
、
三

分
の
一
程
度
開
い
た
も
の
も
あ
り
、
フ
リ
ー
ア
本
以
上
に
扇
の
形
、
散
ら
し
方

が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
扇
面
の
配
置
に
幾
何
学
的
意
匠
性
は
み
ら
れ

ず
、
動
き
の
感
じ
ら
れ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
作
は
、
屏
風
の
素
地
に
も
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
扇
面
屏
風
の
素

地
の
表
現
は
大
き
く
二
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、
金
地
、

砂
子
地
な
ど
に
よ
る
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
波
を
描
い

て
水
上
を
表
し
、「
扇
面
流
図
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。後
者
に
は
さ
ら
に
、

波
の
上
に
蛇
籠
を
浮
か
べ
る
も
の
、周
囲
に
土
坡
や
岩
を
添
え
る
も
の
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
作
は
こ
れ
ら
の
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な
い
。
屏
風
の
下
部
に
地
面

を
思
わ
せ
る
緑
青
を
帯
状
に
塗
り
、
さ
ら
に
第
二
扇
目
と
三
扇
目
、
第
五
扇
目

に
杉
の
木
を
描
い
て
い
る
。
根
元
を
見
せ
な
い
樹
木
の
描
写
は
宗
達
派
の
花
木

図
屏
風
に
よ
く
見
ら
れ
る
趣
向
で
あ
る
が
、
扇
面
屏
風
に
お
い
て
、
川
や
海
と

い
っ
た
い
わ
ば
「
水
上
」
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
「
地
上
」
を
舞
台
に
し
た

素
地
の
表
現
は
、
管
見
の
限
り
本
作
の
み
で
あ
る
。

　

ま
た
本
作
は
、
前
述
の
通
り
、
宗
達
派
の
扇
面
屏
風
ら
し
く
、
人
物
図
に
は

『
保
元
物
語
』
の
古
絵
巻
を
典
拠
と
す
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、

他
の
宗
達
派
の
扇
面
屏
風
に
は
見
ら
れ
な
い
、第
一
扇
目
最
上
段
の
舟
人
図（
五

三
・
九
×
十
九
・
〇
㎝
【
図
２
】）
に
注
目
し
た
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
図

の
典
拠
は
不
明
な
が
ら
、
酒
井
抱
一
編
『
光
琳
百
図
』（
文
化
十
二
年
刊
）
に

載
る
扇
面
を
は
じ
め
、
宗
達
以
後
の
琳
派
絵
師
た
ち
の
作
品
に
は
、
類
似
す
る

舟
人
図
が
続
々
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る（

３
）。

　

例
え
ば
、
尾
形
光
琳
と
そ
の
弟
子
が
制
作
者
と
し
て
推
定
さ
れ
る
静
嘉
堂
文

庫
美
術
館
蔵
《
扇
面
貼
付
屏
風
》
や
、
中
村
芳
中
と
鈴
木
其
一
の
手
に
よ
る
プ

ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
《
扇
面
貼
付
屏
風
》、
そ
し
て
酒
井
鶯
蒲
筆
《
扇
面
貼

付
屏
風
》
と
い
っ
た
作
品
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
鮮
や
か
な
構
図
の
ア
レ
ン

ジ
を
み
せ
る
静
嘉
堂
本
の
舟
人
図
は
、「
小
西
家
旧
蔵
光
琳
関
係
資
料
」（
京
都

国
立
博
物
館
所
蔵
分
）
中
の
扇
面
画
稿
に
も
よ
く
似
た
図
が
遺
っ
て
い
る（

４
）。

　

扇
面
屏
風
は
、
個
々
の
扇
面
画
の
制
作
年
代
と
屏
風
に
仕
立
て
た
年
代
が
異

な
る
場
合
も
あ
り
、
本
作
の
舟
人
図
が
い
つ
描
か
れ
た
か
を
確
定
す
る
こ
と
は

慎
重
を
期
す
る
べ
き
で
あ
る
。し
か
し
、右
記
し
た
後
続
作
例
を
考
慮
す
る
と
、

お
そ
ら
く
光
琳
ま
で
は
下
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
舟
人
図
は
、
光

琳
と
そ
の
後
の
世
代
の
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
、「
琳
派
」
の
画
題
と
し
て
選
択

さ
れ
続
け
た
と
言
え
る
。
今
後
は
、
こ
の
図
の
典
拠
を
明
ら
か
に
し
う
る
資
料

と
作
例
の
調
査
に
努
め
た
い
。

註１　

 （
一
）『
琳
派
絵
画
全
集 

宗
達
派
一
』（
日
本
経
済
新
聞
社
・
昭
和
五
十
二
年
）№
二
三
、

（
二
）『
近
世
屏
風
絵
集
粋
』（
京
都
書
院
・
昭
和
五
十
八
年
）
№
一
〇
四
、（
三
）『
琳

派
５ 

綜
合
』（
紫
紅
社
・
平
成
四
年
）
№
二
二
。

２　

 

註
１
（
一
）『
同
書
』。

３　

 

京
都
国
立
博
物
館
に
、
本
作
の
舟
人
図
に
類
似
し
た
図
様
を
も
つ
伝
尾
形
光
琳
筆《
和

布
刈
図
》（
一
幅
、
紙
本
着
色
、
九
八
・
四
×
三
二
・
七
㎝
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

作
品
名
か
ら
主
題
は
「
和
布
刈
神
事
」
と
推
測
で
き
る
が
、
穏
や
か
な
表
情
を
浮
か

べ
悠
々
と
舟
を
漕
ぐ
人
物
の
様
子
は
、
厳
か
な
和
布
刈
神
事
の
状
況
に
些
か
そ
ぐ
わ

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
作
品
名
は
後
世
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に

は
絵
師
は
異
な
る
主
題
を
描
い
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

 
そ
の
他
、
黎
明
教
会
資
料
研
修
館
蔵
「
扇
面
舟
人
図
」（
一
八
・
五
×
五
四
・
八
㎝
）

が
画
像
検
索
で
き
る
が
未
見
。
ま
た
中
野
其
明
編
『
尾
形
流
百
図
』（
明
治
二
十
二
年

刊
）
に
は
、
光
琳
模
本
、
三
井
所
蔵
と
記
さ
れ
た
八
曲
一
双
の
「
扇
面
流
図
屏
風
」

が
載
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
類
似
の
舟
人
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
平
成
二
十
四
年
度
大
阪
市
立
美
術
館
イ
ン
タ
ー
ン
・
同
志
社
大
学
大
学
院 

美
学
芸
術
学
専
攻
）



─ 107 ─

図１　扇面散貼付屏風　個人蔵

図２　舟人図
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